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§１．研究成果の概要 

 

申請者はこれまで、内皮由来血管弛緩因子である一酸化窒素（NO）の活性の精密制御を志向

し、可視光制御NO ドナー群の開発を行ってきた。この化合物群はNO放出部位と光吸収部位

からなり、光吸収部位の構造を変化させることによって、その制御光の波長を制御することが可能

である。 

今回、体外からの血管制御を行うために、近赤外光を吸収するホスファローダミンを光吸収部位

として有する光制御 NO ドナーの合成を行った。この化合物をバッファーに溶かし、670-730 nm

の光照射を行ったが、十分な光応答性NO放出を確認することができなかった。一方で、高い光

増感能を示す色素であるテルロローダミンを光吸収部位として持つ化合物を合成し、評価を行った

ところ、従来の可視光制御NO ドナー群の 20倍高いNO放出量子収率を示すことを確認した。

これらの化合物を中心に、in vivoでのより生体深部での血流制御などへの展開を行っていく。 


